
第１２０回交流フロア運営会議（議事概要） 

 

１ 日時・場所 

 日時：２０２２年４月６日（水）１８：３０～１９：４５ 

 場所：伊丹市立図書館ことば蔵 １階交流フロア 

 

２ 参加者数  １９名 

 

３ 会議内容 

 

＜新規提案＞ 

 

（１） 食と健康！災害時は大丈夫？～長期化した場合に覚えておきたい心と体のケアと

知識～ 

【概要】 

防災に必要な備蓄品の内容、種類、数などを防災士の観点から伝えるほか、災害時の不安要素

として挙げられる健康面について、工夫した食べ方や、簡単なストレッチなどを伝えるイベン

トを開催したい。 

パネルディスカッション（４０分）→ストレッチ（１０分）→グループディスカッション（３

０分）を予定。パネルディスカッションを聞く中で出てきた疑問をグループディスカッション

で話し合い、参加者同士で情報の共有を行いたい。 

 

【意見】 

・段ボールのベッドやトイレは実際に組み立てるのか。 

→その予定。参加者が組み立てるとなると時間がかかるので実演のみ行う。 

・グループディスカッションは何グループを想定しているのか。 

→６，７人くらいを１グループとし、３グループ体制で考えている。 

・パネルディスカッションのテーマが７つあるが、どんな分担なのか。 

→それぞれ災害、食と健康と主となるテーマがあるが、順番に1人ずつ話すのではなく、3人

で話しながら、それぞれのテーマについて発表していく。 

・グループディスカッションはパネルディスカッションで出てきた疑問点について話し合うと

いうことだが、疑問点が出なかった場合はどうするのか。 

→食については、災害時関係なく興味を持ちやすい話題であるので、何かしら疑問が出てくる

のではないかと思う。 

・念のため、グループディスカッションのテーマをいくつか用意しておいてもいいのではない

か。 

・「災害」と「食」の2つの要素があるが、どちらに重きを置くのか。 



→食に重きをおきたい。普段やっていないことを、災害時に実践することは難しいため。普段

から心がけてほしいことを伝えたい。 

 

（２）キッズ・サバイバー講座 地震編 

【概要】 

シェイクアウトや減災に関する知識を身につける講座と、応急手当の講習会を行いたい。 

地震が起こる前に戻れたらどんな対策ができるか、また胸骨圧迫や AEDの使い方の講習も開催。 

家族で参加してもらい、家庭で話し合い、学ぶ機会にしてほしい。 

次回の開催で10回目となる。 

 

【意見】 

・次回で10回目ということで、特別に何かする予定はあるか。 

→SDGsについて勉強をはじめており、何か関連付けて説明できないか考えている。 

・防災はSDGsの何番にあたるのか。 

→３：すべての人に健康と福祉を、１１：住み続けられるまちづくりを、１３：気候変動に具

体的な対策を、などが当てはまると思う。 

・何度も開催し、成熟したイベントだと思う。自信をもって開催してほしい。 

 

 

 

（３）気になる本で話そう 

【概要】 

樋口恵子さんの著書『老いの福袋 －あっぱれ！ころばぬ先の知恵８８』を題材とし、人生100年

時代と言われるようになり、これからの超高齢社会をどう過ごしていきたいか、前向きに生きてい

くには何が必要かなどを、意見交換するイベントを開催したい。 

自分らしく生きることやお互いを認め合うことについて考える場にしたい。 

 

【意見】 

・参加者はどのような年代を想定しているか。 

→性別、年齢は問わない。「親の介護のために仕事を辞めてはいけない」など、著者は８０代

だが、３０代４０代でも男性でもためになる内容である。 

・本のタイトルだけだと年配の女性をターゲットにしているように見えてしまう。チラシのデ

ザインを工夫して、どの年代の人も参加しやすくしてはどうか。 

 

 

＜イベント実施報告＞ 

 

（１）いたみ文芸ことそうし 

・参加者 4 名が作成した文章をそれぞれ読み上げた他、10 周年企画であるリレー小説の作品



サンプルの制作を始めた。 

・リレー小説は、様々な人が100文字ずつ書き足していき、一つの小説を作り上げる企画。 

 

（２）こども作戦会議 

・2020年3月に開催を予定していたがコロナにより中止となったイベントのリベンジ版で、2

年ぶりにこどもたちが再集結。 

・参加者は 29 名で、「またクイズをやりたい！」「細かいところまで考えられていてすごくよ

かった」と、全員が「参加して良かった」と評価した。 

・こども作戦会議のメンバーにとってこのイベントの企画から実施に携わった経験は、「自分

が謎解きをしたい」から、「いろいろな子に謎解きを好きになってほしい」というように、気

づき、変化のきっかけとなった。 

・ことば蔵ならではのアクティブラーニング（他者視点・協働・課題解決・創意工夫）の場と

なった。 

 

（３）漫画を語ろう！ 

・参加者は会場が 4 名とオンラインが 1 名。テーマは「良さを知ってほしい漫画」。様々な漫

画の良さを語った他、アニメ化された話題の作品についても語り合った。 

・次回は4月27日（水）18時30分～ テーマ「仕事漫画」で開催。 

 

（４）すのこで DIY！ 

・参加者は7名。年配の方から親子まで様々な年代の参加があった。 

・細かくメモを取っていた参加者や、頭を突き合わせて考えていた親子もおり、気軽に質問を

しらがら物を作成する貴重な場となった。 

 

４ 次回の運営会議 ２０２２年５月１１日（水）１８：３０～ ことば蔵１階 交流フロア 

※５月は第２水曜日の開催となります。ご注意ください。 


